
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
3次元技術　応用

レポート提出

第 15 週
3次元技術　応用

撮影演習

第 16 週
3次元技術　応用

レポート作成

第 13 週
3次元技術　応用

塗装演習①

第 14 週
3次元技術　応用

塗装演習②

第 11 週
3次元技術　応用（3Dプリント加工編）

加工

第 12 週
3次元技術　応用（3Dプリント加工編）

仕上げ

第 9 週
3次元技術　応用（3Dプリント加工編）

加工に必要な配置データ作成

第 10 週
3次元技術　応用（3Dプリント加工編）

加工データの検証・補正

第 7 週
3次元技術　応用（3Dスキャン編）

データ提出

第 8 週
3次元技術　応用（3Dプリント加工編）

3次元CADによる造形データ作成

第 5 週
3次元技術　応用（3Dスキャン編）

スキャニング演習

第 6 週
3次元技術　応用（3Dスキャン編）

データ処理

3Dスキャン概論

第 3 週
3次元技術　応用（3Dスキャン編）

クレイモデル作成演習

第 4 週
3次元技術　応用（3Dスキャン編）

クレイモデル作成演習

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点 特になし

授業計画

第 1 週
3次元技術　応用

課題内容・スケジュール説明

第 2 週
3次元技術　応用（3Dスキャン編）

100%

各課題　加工データの仕上がり　40％　製作物の仕上がり　30％　製作レポート　20％　平常点　10%

授業外における学修 特になし

教科書・教材 特になし

0% 課題評価 90% 平常評価 10% 合計

授業方法 課題制作の演習を通し各種加工や仕上げの技法についての技術を学ぶ。

実務家教員による
実践的教育の内容

機械開発設計における試作品の製作に関する経験を活かし、製品のデザイン・設計制作課題に必要な造形手法、各種
加工機械による加工、塗装・染色の仕上げ加工など各種加工についての技術を教授する。

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
製品のデザイン制作に必要な加工手法を学ぶ。

3次元CADを活用した造形手法、各種加工機械による加工、塗装・染色の仕上げ加工など

モックアップ製作に必要な知識や技術の応用的な内容を身につける。

到達目標
描いたアイデアを具体的な形にするためのデザイン技法、3Dスキャニング技法、3次元CADや3Dプリント技術を活用した
デザイン制作技術、モデリング技法などの応用を身につける。

教員の実務経験 有：実務経験のある教員による授業科目 実務経験職種 機械開発設計

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

通年

必修/選択区分 必修 授業形態 演習

担当教員 齋藤　優希

2025

科目名 ３次元ＣＡＤデザインⅡ 科目コード 7440

授業時間/週 前期2,後期2 時間/週 年次 2年 学期



第 34 週
3Dモデリング　造形課題

企画書提出　予備

第 32 週
3Dモデリング　造形課題

企画書作成

第 33 週
3Dモデリング　造形課題

企画書提出

第 30 週
3Dモデリング　造形課題

3次元CADレンダリング

第 31 週
3Dモデリング　造形課題

企画書作成

第 28 週
3Dモデリング　造形課題

加工に必要な配置データ作成

第 29 週
3Dモデリング　造形課題

加工データ提出

第 26 週
3Dモデリング　造形課題

3次元CADによる造形データ作成

第 27 週
3Dモデリング　造形課題

3次元CADによる造形データ作成

第 24 週
3Dモデリング　造形課題

アイデアスケッチ

第 25 週
3Dモデリング　造形課題

最終デザインイメージ決定

第 22 週
3Dモデリング　造形課題

応用モデリング演習②

第 23 週
3Dモデリング　造形課題

アイデア出し・資料集め

第 20 週
3Dモデリング　造形課題

課題内容の説明

第 21 週
3Dモデリング　造形課題

応用モデリング演習①

授業計画

第 18 週
3次元技術　応用Ⅱ

3Dプリント概論

第 19 週
3次元技術　応用Ⅱ

レポート提出


